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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ド
リ
ー
。

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
２
６
７
Ｎ

【
作
者
名
】

　
Ｅ
ｔ
Ｅ
ｔ

【
あ
ら
す
じ
】

　
遺
伝
子
科
学
立
国
と
な
っ
た
日
本
が
、

癌
の
完
全
治
癒
を
確
立
し
て
７
５
年
後
の
世
界
。

同
じ
く
７
５
年
前
に

死
刑
制
度
が
廃
止
さ
れ
、

憲
法
第
九
条
が
放
棄
さ
れ
る
。

日
本
は
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

日
本
は
何
を
目
指
す
の
か
。
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７
５
年
前
、
そ
し
て
７
５
年
後
。
（
前
書
き
）

こ
の
小
説
に
は
、

実
在
の
機
関
・
団
体
名
等
が
出
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
都
合
の
悪
い
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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７
５
年
前
、
そ
し
て
７
５
年
後
。

「
ス
ズ
キ
さ
ん
　
良
か
っ
た
で
す
ね
。
あ
な
た
は
運
が
良
い
。
」

何
の
こ
と
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。

「
あ
な
た
が
事
実
上
、
最
後
の
刑
死
人
っ
て
こ
と
で
す
よ
。
」

そ
う
か
、
俺
が
最
後
か
。

馬
鹿
な
こ
と
を
し
た
。
今
更
ど
う
し
よ
う
も
な
い
が
。

「
何
で
そ
ん
な
暗
い
カ
オ
す
る
ん
で
す
？
」

男
が
笑
い
な
が
ら
言
っ
た
。

殴
り
飛
ば
し
て
や
ろ
う
か
と
思
っ
た
。

「
だ
か
ら
言
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
事
実
上
っ
て
。
」

事
実
上
・
・
・
？

何
の
こ
と
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。



4

タ
カ
ハ
シ
は
新
聞
を
広
げ
て
い
た
。

新
聞
の
一
面
に
は
日
本
の
癌
完
全
治
療
か
ら
７
５
周
年
を
祝
う
式
典
が

昨
日
行
わ
れ
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。

「
７
５
周
年
ね
ぇ
　
何
で
５
年
刻
み
で
や
る
ん
で
す
か
？
」

返
事
は
な
い
。

「
あ
の
ー
　
も
し
も
し
？
」

急
に
目
の
前
に
女
が
現
れ
た
。

ソ
フ
ァ
に
座
っ
て
い
た
彼
は
の
け
反
る
こ
と
が
出
来
ず

た
だ
背
筋
が
奇
妙
に
の
び
た
。

「
い
ち
い
ち
う
る
さ
い
ん
で
す
よ
。
も
う
少
し
仕
事
熱
心
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
」

「
悪
い
悪
い
。
」

彼
女
は
ヨ
シ
ダ
と
言
っ
た
。
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一
応
は
タ
カ
ハ
シ
の
秘
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

新
聞
を
取
り
上
げ
た
の
は
彼
女
だ
っ
た
。

「
先
程
１
４
：
１
５
　
共
民
党
ヨ
シ
ハ
ラ
派
衆
議
院
議
員
、
ナ
カ
ム
ラ
が
死
に

ま
し
た
。
」

「
い
い
よ
そ
ん
な
長
い
説
明
。
　
ナ
カ
ム
ラ
で
分
か
る
よ
大
体
。
」

大
体
と
い
う
言
葉
に
多
少
の
苛
立
ち
は
感
じ
た
も
の
の
、

ヨ
シ
ダ
は
続
け
た
。

「
恐
ら
く
、
暗
殺
か
と
。
」

「
ヤ
な
時
代
だ
ね
ぇ
。
」

「
先
生
ッ
　
ホ
ン
ト
に
や
る
気
あ
る
ん
で
す
か
ぁ
？
」

「
人
は
す
ぐ
殺
さ
れ
る
わ

　
殺
し
た
ヤ
ツ
は
死
刑
に
な
ら
な
い
わ

　
昔
と
変
わ
っ
た
の
は
テ
レ
ビ
が
メ
ガ
ネ
な
し
で
３
Ｄ
で
見
れ
る
ぐ
ら
い
だ
し
。

　
・
・
・
そ
ん
な
良
い
時
代
じ
ゃ
な
い
よ
ね
ぇ
。
」

「
で
、
何
や
れ
ば
い
い
の
？
」
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ヨ
シ
ダ
は
困
惑
し
て
い
た
。

が
、
す
ぐ
に
タ
バ
コ
に
手
を
伸
ば
す
タ
カ
ハ
シ
を
制
止
し
た
。

「
い
て
ッ
　
何
す
ん
の
ヨ
シ
ダ
。
」

「
い
て
ッ
　
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
　
何
タ
バ
コ
買
っ
て
ん
で
す
か
。
」

タ
カ
ハ
シ
の
手
は
ま
た
も
タ
バ
コ
に
伸
び
て
い
た
が

今
度
は
ヨ
シ
ダ
は
止
め
な
か
っ
た
。

「
い
い
だ
ろ
　
一
箱
ぐ
ら
い
・
・
・
」

「
ダ
メ
で
す
。
タ
バ
コ
一
箱
い
く
ら
す
る
と
思
っ
て
る
ん
で
す
か
？
」

「
い
い
じ
ゃ
ん
　
諸
経
費
で
落
と
せ
ば
。
」

「
だ
か
ら
私
、
政
治
家
っ
て
嫌
い
な
ん
で
す
。
」

「
あ
ぁ
寂
し
い
な
ぁ
　
ヨ
シ
ダ
に
フ
ラ
れ
た
ぁ
」

そ
う
言
う
と
タ
カ
ハ
シ
は
背
広
を
取
っ
た
。

議
員
バ
ッ
ヂ
は
付
け
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
。

「
出
か
け
る
よ
。
」
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「
御
気
を
付
け
て
。
」

こ
の
会
話
だ
け
は
今
ま
で
と
違
い
、

妙
な
真
剣
さ
が
取
り
巻
い
て
い
た
。
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事
実
上
の
刑
死
人
。

「
あ
　
何
す
る
ん
だ
っ
け
？
」

「
あ
な
た
っ
て
人
は
も
う
・
・
・
。
」

タ
カ
ハ
シ
の
一
言
で
先
程
の
真
剣
さ
は

意
味
の
な
い
モ
ノ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
だ
か
ら
　
今
日
は
・
・
・
」

「
お
っ
と
思
い
出
し
た
。
」

タ
カ
ハ
シ
は
そ
う
言
っ
て
頭
を
掻
く
と

す
ぐ
に
ヨ
シ
ダ
に
背
を
向
け
た
。

「
じ
ゃ
　
行
っ
て
く
る
。
」

「
死
ぬ
の
だ
け
は
勘
弁
で
す
よ
。
」

タ
カ
ハ
シ
は
ド
ア
を
開
け
た
。
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こ
の
日
本
で
人
一
人
と
い
う
の
は

本
当
に
取
る
に
足
り
な
い
。

し
か
し
一
部
は
違
う
。

そ
の
一
部
が
国
を
動
か
す
。

末
端
の
人
間
に
知
る
必
要
の
無
い
こ
と
は

数
多
く
あ
る
。

日
本
の
癌
治
療
、

死
刑
制
度
廃
止
、

憲
法
第
九
条
破
棄
。

こ
れ
が
そ
の
一
例
。

一
見
関
係
な
い
事
と
も
思
え
る
。

だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
。

全
て
は
仕
組
ま
れ
て
い
た
。

そ
う
７
５
年
前
に
。
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「
ス
ズ
キ
さ
ん
。
あ
な
た
に
は
今
日
か
ら
こ
こ
で
暮
ら
し
て
も
ら
い
ま
す
。
」

何
が
何
だ
か
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。

「
こ
こ
は
・
・
・
？
」

「
言
え
ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら
。
」

男
は
ま
た
笑
っ
た
。

誰
か
ら
見
て
も
、
作
っ
た
笑
顔
だ
っ
た
。

「
あ
の
・
・
・
一
つ
聞
い
て
良
い
で
す
か
？
」

ス
ズ
キ
は
こ
の
目
的
を
問
お
う
と
思
っ
た
。

が
、
口
か
ら
出
て
き
た
の
は
違
う
言
葉
だ
っ
た
。

「
お
・
・
・
お
名
前
な
ん
て
言
う
ん
で
す
か
？
」

「
私
で
す
か
。
ヨ
コ
ミ
ゾ
と
言
い
ま
す
。
」
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ス
ズ
キ
は
そ
の
カ
オ
に
見
覚
え
が
あ
っ
た
。

「
あ
の
・
・
・
あ
な
た
っ
て
」

「
そ
う
で
す
が
。
」

男
は
ま
た
あ
の
嫌
な
笑
顔
を
見
せ
た
。

「
法
務
大
臣
の
ヨ
コ
ミ
ゾ
で
す
。
以
後
宜
し
く
。
」

確
か
に
テ
レ
ビ
で
見
た
法
務
大
臣
が
今
目
の
前
に
い
る
。

と
同
時
に
、
違
和
感
を
感
じ
た
。

「
あ
な
た
が
こ
れ
か
ら
目
に
す
る
の
は
、
国
家
の
最
高
機
密
。
」

ス
ズ
キ
は
唾
を
飲
ん
だ
。

「
あ
な
た
は
死
刑
と
は
対
を
な
す
刑
を
受
け
て
も
ら
い
ま
す
。
」

「
逆
・
・
・
っ
て
事
で
す
か
？
」

「
ス
ズ
キ
さ
ん
。
あ
な
た
に
は
死
な
な
い
で
も
ら
い
ま
す
。
」



12

ヨ
コ
ミ
ゾ
が
開
け
た
扉
の
先
に
は
、

無
数
の
ベ
ッ
ド
が
置
い
て
あ
っ
た
。

「
こ
の
人
達
は
・
・
・
・
・
？
」

「
”
事
実
上
”
の
刑
死
人
で
す
よ
。
」
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消
え
た
４
６
人
。

死
刑
が
廃
止
さ
れ
る
前
か
ら
、
廃
止
が
決
ま
っ
た
７
５
年
前
ま
で
の
１
０
年
間

で
、

死
刑
執
行
さ
れ
た
人
間
は
全
部
で
４
６
人
。

ま
ぁ
”
事
実
上
”
の
話
だ
。

そ
の
４
６
人
。
誰
一
人
と
し
て
火
葬
さ
れ
た
と
い
う
報
告
は
な
く
、

ま
た
献
体
に
な
っ
て
も
い
な
い
。
ま
し
て
や
誰
も
引
き
取
っ
て
い
な
い
。

あ
る
の
は
タ
ダ
の
死
亡
報
告
書
の
み
。

４
６
人
に
一
体
何
が
・
・
・

「
タ
カ
ハ
シ
君
。
」

「
ヤ
マ
ガ
タ
さ
ん
。
お
久
し
振
り
で
す
。
」

「
ナ
カ
ム
ラ
君
が
死
ん
だ
。
」

ヤ
マ
ガ
タ
は
穏
や
か
な
表
情
だ
っ
た
。

ど
こ
か
笑
っ
て
い
る
様
で
も
あ
っ
た
。

「
え
ぇ
　
聞
き
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
突
然
で
・
・
・
」
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「
そ
う
だ
。
突
然
だ
。
」

「
え
？
」

「
え
　
じ
ゃ
な
い
よ
タ
カ
ハ
シ
君
。
キ
ミ
だ
ろ
。
」

「
す
み
ま
せ
ん
、
何
の
こ
と
だ
か
・
・
・
」

ヤ
マ
ガ
タ
の
表
情
は
さ
っ
き
の
そ
れ
と
は

う
っ
て
変
わ
っ
て
い
た
。
有
無
を
言
わ
さ
な
い
目
を
し
て
い
た
。

「
つ
い
こ
の
間
だ
な
ぁ
。
法
務
の
ト
ダ
君
が
死
ん
だ
の
は
。
」

法
務
の
ト
ダ
と
い
う
の
は
先
月
暗
殺
さ
れ
た

ト
ダ
法
務
大
臣
の
事
で
あ
る
。

「
は
い
。
」

「
そ
ん
な
に
大
臣
に
な
り
た
い
か
？
」

タ
カ
ハ
シ
は
表
情
を
変
え
な
か
っ
た
。

「
さ
っ
き
か
ら
仰
っ
て
い
る
意
味
が
・
・
・
」
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「
と
ぼ
け
る
な
。
」

「
殺
し
た
の
は
キ
ミ
だ
。
調
べ
も
つ
い
て
い
る
。
」

タ
カ
ハ
シ
は
焦
っ
た
。

完
全
に
見
透
か
さ
れ
て
い
た
。

が
、
ヤ
マ
ガ
タ
は
思
い
が
け
な
い
言
葉
を
口
に
し
た
。

「
い
い
よ
。
入
り
た
い
な
ら
。
今
日
か
ら
タ
カ
ハ
シ
法
務
大
臣
か
。
」

ヤ
マ
ガ
タ
は
一
瞬
笑
っ
た
が
。

本
当
に
一
瞬
で
し
か
な
か
っ
た
。

「
”
日
本
”
を
見
せ
て
あ
げ
よ
う
。
」
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あ
れ
か
ら
ど
れ
ぐ
ら
い
た
っ
た
だ
ろ
う
。

ス
ズ
キ
は
気
付
く
と
ベ
ッ
ド
に
寝
か
さ
れ
て
い
た
。

「
起
き
た
か
。
」

「
ヨ
コ
ミ
ゾ
さ
・
・
大
臣
。
」

「
あ
な
た
は
素
晴
ら
し
い
。
予
想
以
上
で
す
。
」

「
は
ぁ
。
」

や
は
り
何
が
何
だ
か
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。

「
早
老
症
と
い
う
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」

ス
ズ
キ
は
違
う
方
の
字
し
か
出
て
こ
ず
、

一
瞬
自
分
の
股
間
あ
た
り
を
見
た
。

「
人
間
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
は
テ
ロ
メ
ア
と
い
う
モ
ノ
が
あ
り
ま
す
。
」

「
テ
ロ
メ
ア
？
」

「
細
胞
が
分
裂
す
る
の
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
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「
え
ぇ
　
学
校
で
習
い
ま
し
た
。
」

「
細
胞
に
は
分
裂
の
数
に
制
限
が
か
か
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　
早
い
話
、
テ
ロ
メ
ア
が
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。
」

ス
ズ
キ
は
こ
れ
か
ら
先
の
話
が

理
解
で
き
る
か
不
安
だ
っ
た
。

「
そ
の
制
限
に
、
つ
ま
り
終
わ
り
に
近
く
な
っ
て
い
く
の
が
老
化
で
す
。
」

「
は
い
・
・
・
」

「
し
か
し
、
老
化
し
な
い
　
不
死
化
し
た
細
胞
が
あ
る
ん
で
す
。
」

「
そ
ん
な
モ
ノ
が
・
・
・
」

「
ふ
ふ
　
癌
細
胞
で
す
よ
。
」

ヒ
ト
な
ど
の
動
物
組
織
か
ら
取
り
出
し
た
初
代
培
養
細
胞
は

分
裂
回
数
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
一
定
数
の
分
裂
を
行
う
と

細
胞
周
期
が
停
止
し
て
そ
れ
以
上
は
分
裂
で
き
な
く
な
る
。

こ
の
現
象
を
細
胞
老
化
と
呼
ぶ
。

こ
れ
に
対
し
て
、



18

が
ん
化
し
た
細
胞
な
ど
は
際
限
な
く
分
裂
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

こ
の
形
質
を
細
胞
の
不
死
化
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

「
私
た
ち
は
、
ガ
ン
細
胞
の
テ
ロ
メ
ア
か
ら
細
胞
の
不
死
化
に
成
功
し
た
の
で

す
。

　
癌
細
胞
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
人
工
の
細
胞
と
し
て
。
」

「
そ
れ
が
・
・
・
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
」

ヨ
コ
ミ
ゾ
は
あ
の
嫌
な
笑
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
、

ス
ズ
キ
の
目
と
鼻
の
先
ほ
ど
の
距
離
ま
で
カ
オ
を
近
づ
け
た
。

「
今
、
あ
な
た
で
実
験
中
な
ん
で
す
。
」
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あ
と
一
人
。

世
間
に
は
タ
カ
ハ
シ
法
務
大
臣
誕
生
と
同
時
に

自
衛
隊
の
解
散
。
第
二
次
大
戦
以
来
の
日
本
軍
再
編
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
交
っ

て
い
た
。

防
衛
省
は
存
続
す
る
が
、
内
閣
総
理
大
臣
ヤ
マ
ガ
タ
は

陸
軍
・
空
軍
・
海
軍
そ
れ
ぞ
れ
に
大
臣
一
人
を
置
い
た
。

既
に
九
条
は
破
棄
し
て
い
る
。

そ
れ
に
大
臣
の
数
は
本
来
１
４
人
以
下
と
憲
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

実
際
は
場
合
に
よ
り
１
７
人
ま
で
置
く
こ
と
が
出
来
る
。

今
回
は
１
５
人
で
あ
る
。

ヤ
マ
ガ
タ
は
こ
れ
を
違
憲
で
は
無
い
と
し
、

半
ば
強
引
に
押
し
切
る
形
と
な
っ
た
。

こ
れ
が
第
九
条
破
棄
の
理
由
。

７
５
年
前
に
既
に
仕
組
ま
れ
て
い
た
の
か
・
・
・

タ
カ
ハ
シ
は
ヤ
マ
ガ
タ
の
後
ろ
を
歩
い
て
い
る
。

彼
は
法
務
省
の
面
々
、
具
体
的
に
は
副
大
臣
、
検
事
総
長
、

公
安
審
査
委
員
会
委
員
長
、
公
安
調
査
庁
長
官
と
４
人
に
挨
拶
を
済
ま
せ
て
い

た
。
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し
か
し
、
ヤ
マ
ガ
タ
は
あ
と
一
人
い
る
の
だ
と
い
う
。

「
ヤ
マ
ガ
タ
さ
ん
。
」

反
応
は
な
い
。

「
あ
と
一
人
と
い
う
の
は
？
」

「
こ
こ
に
い
る
。
」

そ
の
部
屋
の
中
に
は
、

一
人
の
男
が
座
っ
て
い
た
。

「
あ
な
た
は
？
」

「
法
務
省
顧
問
の
オ
バ
タ
で
す
。
以
後
宜
し
く
。
」

―
嫌
な
感
じ
の
す
る
笑
顔
だ
っ
た
。
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「
あ
の
・
・
・
」

ス
ズ
キ
は
ま
だ
よ
く
飲
み
込
め
て
い
な
か
っ
た
。

「
何
で
す
？
」

「
い
や
、
ず
っ
と
こ
こ
に
い
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
か
？
」

「
そ
う
で
す
。
で
は
私
は
仕
事
に
戻
り
ま
す
。
」

ヨ
コ
ミ
ゾ
は
扉
を
閉
め
、

そ
れ
っ
き
り
来
な
か
っ
た
。

「
・
・
・
。
」

正
直
ス
ズ
キ
は
暇
だ
っ
た
。

試
し
に
ベ
ッ
ド
の
数
を
数
え
て
み
た
。
　
４
６
だ
っ
た
。
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国
立
遺
伝
学
研
究
所
。

「
タ
カ
ハ
シ
さ
ん
。
」

オ
バ
タ
と
名
乗
っ
た
男
は

口
を
開
い
た
。

「
早
老
症
と
い
う
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」

「
え
ぇ
。
」

「
ウ
ェ
ル
ナ
ー
症
候
群
、

　
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
・
ギ
ル
フ
ォ
ー
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
リ
ア
症
候
群
、
」

「
そ
れ
に
ロ
ス
ト
モ
ン
ド
・
ト
ム
ソ
ン
症
候
群
。
」

「
あ
と
は
コ
ケ
イ
ン
症
候
群
。

　
ま
ぁ
ダ
ウ
ン
症
候
群
な
ん
か
も
入
る
と
き
が
あ
り
ま
す
ね
。
」

オ
バ
タ
は
窓
か
ら
外
を
見
て
い
る
。

「
ウ
ェ
ル
ナ
ー
症
候
群
。
全
世
界
で
約
１
２
０
０
例
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
」

「
そ
の
う
ち
８
割
が
・
・
・
」
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「
そ
う
、
日
本
人
で
す
よ
。
」

ウ
ェ
ル
ナ
ー
症
候
群
と
は
１
９
０
４
年
、

ド
イ
ツ
の
内
科
医
オ
ッ
ト
ー
・
ウ
ェ
ル
ナ
ー
に
よ
り
、

ア
ル
プ
ス
地
方
居
住
の
４
人
兄
弟
の
症
例
が
初
め
て
臨
床
報
告
さ
れ
た
病
気
で

あ
る
。

「
早
老
症
・
・
・
も
し
、
そ
の
逆
が
可
能
な
ら
・
・
・
」

「
え
？
」

「
不
死
と
ま
で
は
い
か
ず
と
も
、
限
り
な
く
老
い
か
ら
遠
ざ
か
る
。
」

「
・
・
・
。
」

「
そ
う
い
う
の
、
素
晴
ら
し
い
で
す
よ
ね
ぇ
。
」

オ
バ
タ
は
椅
子
を
回
転
さ
せ
、

あ
の
笑
顔
を
向
け
た
。

「
ど
う
で
す
か
？
　
”
日
本
”
は
見
え
て
き
ま
し
た
か
？
」
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ス
ズ
キ
に
あ
る
一
人
の
男
が
訪
ね
て
き
た
。

「
あ
な
た
が
ス
ズ
キ
さ
ん
？
」

「
・
・
・
は
い
。
」

男
は
ベ
ッ
ド
の
横
の
椅
子
に
腰
掛
け
た
。

「
あ
な
た
が
ね
ぇ
。
　
　
そ
う
で
す
か
。
」

「
あ
の
・
・
・
あ
な
た
は
？
」

「
私
？
」

男
は
物
腰
柔
ら
か
な
初
老
の
男
性
で
、

今
ま
で
見
た
ど
の
よ
う
な
人
よ
り
紳
士
的
だ
っ
た
。
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「
文
部
科
学
大
臣
、
タ
ケ
ダ
で
す
。
」

法
務
大
臣
に
文
部
科
学
大
臣
。

ス
ズ
キ
は
全
く
訳
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。

「
こ
こ
は
国
立
遺
伝
学
研
究
所
。
静
岡
県
三
島
市
谷
田
と
い
う
所
に
あ
り
ま
す
。

」静
岡
？
自
分
は
い
つ
の
間
に

こ
ん
な
所
ま
で
連
れ
て
こ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

初
め
て
恐
怖
を
覚
え
た
。

「
あ
な
た
は
国
家
の
最
高
機
密
を
見
た
。
」

ス
ズ
キ
は
唾
を
飲
ん
だ
。

「
だ
が
今
は
、
あ
な
た
が
国
家
の
最
高
機
密
で
す
。
」

ス
ズ
キ
は
や
は
り
飲
み
込
め
な
か
っ
た

今
か
ら
何
が
始
ま
る
の
か
、
最
高
機
密
と
は
な
ん
な
の
か
。
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世
界
大
戦
。

大
臣
就
任
会
見
が
終
わ
り
、
帰
っ
て
き
た
タ
カ
ハ
シ
は

か
な
り
疲
労
が
溜
ま
っ
て
い
る
様
だ
っ
た
。

事
務
所
の
ド
ア
を
開
け
る
と
、

そ
の
ま
ま
こ
け
た
。

「
先
生
ッ
　
大
丈
夫
で
す
か
？
」

「
ん
な
ワ
ケ
あ
る
か
よ
。
見
り
ゃ
分
か
る
だ
ろ
。
」

言
葉
の
割
に
、
元
気
は
無
か
っ
た
。

「
で
、
何
か
分
か
り
ま
し
た
？
」

「
全
然
。
」

「
じ
ゃ
収
穫
ゼ
ロ
っ
て
事
で
す
ね
？
」

「
そ
れ
は
・
・
・
違
う
か
も
よ
。
」

タ
カ
ハ
シ
は
そ
う
言
い
残
す
と

何
故
か
さ
っ
さ
と
奥
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
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「
・
・
・
先
生
。
タ
バ
コ
は
置
い
て
い
っ
て
下
さ
い
よ
。
」

「
バ
レ
て
た
か
。
」

こ
の
頃
、
ユ
ダ
ヤ
人
と

パ
レ
ス
チ
ナ
人
・
ア
ラ
ブ
諸
国
の
対
立
は
激
化
し
て
い
た
。

事
の
発
端
は
か
な
り
昔
に
遡
る
が
、

イ
ギ
リ
ス
の
出
し
た
サ
イ
ク
ス
＝
ピ
コ
条
約
、
フ
セ
イ
ン
＝
マ
ク
マ
ホ
ン
協
定
、

バ
ル
フ
ォ
ア
宣
言
と
い
う
互
い
に
矛
盾
し
た
取
り
決
め
の
た
め
に

収
拾
が
つ
か
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
が
適
当
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
同
時
期
、
ロ
シ
ア
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
除
く
周
辺
諸
国
と
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
は
危
機
感
を
感
じ
、
Ｅ
Ｕ
・
日
本
と
の
連
携
を
強
め
よ
う
と
し
た
が

両
者
と
も
明
言
す
る
の
を
避
け
て
い
た
。

一
歩
間
違
え
ば
、
世
界
大
戦
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
。

そ
ん
な
気
運
が
高
ま
っ
て
い
た
。
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ス
ズ
キ
は
大
学
時
代
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た
。

大
学
の
時
、
特
に
仲
が
良
か
っ
た
の
は

ア
キ
ヤ
マ
と
い
う
男
だ
っ
た
。

ア
キ
ヤ
マ
は
学
部
こ
そ
違
う
が

気
の
合
う
友
人
だ
っ
た
。

学
生
食
堂
で
ラ
ン
チ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
ス
ズ
キ
に

手
を
さ
し
の
べ
、
片
付
け
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
こ
と
か
ら

二
人
は
お
互
い
に
仲
良
く
な
っ
た
。

ス
ズ
キ
と
違
い
、
ア
キ
ヤ
マ
は

い
わ
ゆ
る
エ
リ
ー
ト
と
い
う
奴
だ
っ
た
。

教
授
に
は
気
に
入
ら
れ
、

大
学
を
首
席
で
卒
業
し
、

国
の
機
関
で
働
く
の
だ
と
ア
キ
ヤ
マ
は
言
っ
た
。

ス
ズ
キ
は
大
学
で
二
回
の
留
年
を
し
た
後
、

大
学
を
辞
め
た
の
だ
っ
た
。
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そ
ん
な
対
象
的
な
二
人
が

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
の
は
ス
ズ
キ
が
３
０
に
な
る
頃
だ
っ
た
。

ア
キ
ヤ
マ
を
み
た
ス
ズ
キ
は

少
し
バ
ツ
の
悪
そ
う
な
カ
オ
を
し
て
見
せ
た
。

ど
う
し
た
ん
だ
と
心
配
す
る
ア
キ
ヤ
マ
か
ら

ス
ズ
キ
は
無
視
す
る
形
で
逃
げ
よ
う
と
思
っ
た
。

そ
の
時
ア
キ
ヤ
マ
は

自
分
は
今
度
は
ア
メ
リ
カ
に
行
く
ん
だ
と
言
っ
た
。

ス
ズ
キ
は
う
つ
む
い
て
、

が
ん
ば
れ
よ
と
小
さ
く
漏
ら
し

そ
の
ま
ま
立
ち
去
っ
た
の
だ
っ
た
。

「
今
頃
あ
い
つ
何
や
っ
て
る
か
な
ぁ
。
」

ス
ズ
キ
は
一
人
、

真
っ
白
な
部
屋
の
中
で

小
さ
く
た
め
息
を
漏
ら
し
た
。
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小
部
屋
。

タ
カ
ハ
シ
の
事
務
所
の
前
に
、

一
台
の
車
が
止
ま
っ
た
。

車
か
ら
降
り
て
き
た
男
は

事
務
所
か
ら
出
て
き
た
ヨ
シ
ダ
に
告
げ
た
。

「
総
理
大
臣
の
ヤ
マ
ガ
タ
だ
。
タ
カ
ハ
シ
君
・
・
・
い
る
か
ね
？
」

車
は
公
用
車
で
は
無
か
っ
た
。

見
た
感
じ
普
通
の
車
だ
っ
た
が
、

中
か
ら
外
は
見
え
な
か
っ
た
。

「
ヤ
マ
ガ
タ
さ
ん
、
今
日
は
一
体
何
で
す
か
。
」

タ
カ
ハ
シ
は

少
し
眠
そ
う
だ
っ
た
。

「
昨
日
は
眠
れ
た
か
？
」

「
え
ぇ
。
短
か
っ
た
で
す
が
ね
。
」
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ヤ
マ
ガ
タ
は
他
愛
も
無
い
話
を
続
け
た
。

行
き
先
を
尋
ね
て
も
無
駄
だ
っ
た
。

「
さ
ぁ
。
少
し
だ
け
目
隠
し
を
し
て
も
ら
お
う
。
」

タ
カ
ハ
シ
は
さ
れ
る
が
ま
ま
だ
っ
た
が
、

こ
の
ま
ま
殺
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
内
心
不
安
だ
っ
た
。

目
隠
し
を
外
さ
れ
た
タ
カ
ハ
シ
の
目
の
前
に
は

ド
ア
が
一
つ
だ
け
あ
っ
た
。

逆
に
言
え
ば
、
ド
ア
し
か
な
か
っ
た
。

ド
ア
に
続
く
廊
下
は
一
本
の
み
で
、
後
ろ
を
振
り
返
る
と

お
そ
ら
く
今
乗
っ
て
き
た
で
あ
ろ
う
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
見
え
た
。

「
こ
こ
は
・
・
・
？
」

「
こ
れ
が
日
本
の
中
枢
だ
よ
タ
カ
ハ
シ
君
。
」

「
日
本
の
中
枢
？
」

「
内
閣
は
英
語
で
な
ん
と
言
う
か
ね
。
」

「
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
・
・
・
で
す
か
。
」
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「
そ
う
だ
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
す
な
わ
ち
”
小
部
屋
”
だ
。
」

ヤ
マ
ガ
タ
は
ド
ア
を
開
け
た
。

「
よ
う
こ
そ
。
”
小
部
屋
”
へ
。
」

ス
ズ
キ
は
証
言
台
に
立
っ
て
い
た
。

金
の
な
い
ス
ズ
キ
は
国
選
弁
護
人
し
か
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
た
め
、

裁
判
は
驚
く
ほ
ど
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
。

ま
る
で
、
わ
ざ
と
死
刑
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
の
様
に
。

ス
ズ
キ
の
証
言
の
一
切
は

聞
き
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
案
の
定
、
死
刑
が
確
定
し
た
の
だ
っ
た
。
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刑
の
確
定
か
ら
一
ヶ
月
も
し
な
い
う
ち
に
、

ス
ズ
キ
の
所
に
見
知
ら
ぬ
男
が
や
っ
て
き
た
。

そ
れ
か
ら
先
は
覚
え
て
い
な
い
。

気
が
つ
く
と
目
の
前
に

男
が
一
人
い
た
。

「
ス
ズ
キ
さ
ん
　
良
か
っ
た
で
す
ね
。
あ
な
た
は
運
が
良
い
。
」

何
の
こ
と
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。



34

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
。

ロ
シ
ア
大
統
領
ソ
ー
ン
ツ
ェ
フ
の
命
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
軍
は

グ
ル
ジ
ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
両
国
に
進
軍
。
首
都
を
占
拠
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
中
立
を
貫
い
て
き
た
Ｅ
Ｕ
も

Ｅ
Ｕ
・
ア
メ
リ
カ
軍
事
共
同
声
明
を
発
表
。

以
後
ア
メ
リ
カ
側
陣
営
を
共
同
国
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
。

ロ
シ
ア
の
意
図
は
不
明
だ
が
、

こ
れ
が
後
に
第
三
次
世
界
大
戦
の
き
っ
か
け
に
な
る

グ
ル
ジ
ア
・
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
侵
攻
だ
っ
た
。

中
国
で
は
軍
部
を
率
い
る
チ
ャ
ン
大
将
が

ク
ー
デ
タ
を
起
こ
し
、
政
権
を
奪
取
。

軍
事
独
裁
政
権
下
の
中
国
と
ロ
シ
ア
は

中
露
相
互
協
力
宣
言
を
発
表
。

こ
の
こ
と
か
ら
中
露
陣
営
の
こ
と
を
協
力
国
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
。

日
本
は
尖
閣
諸
島
、
樺
太
を
放
棄
す
る
事
で

中
立
を
貫
い
て
い
た
が
、
日
米
・
日
英
同
盟
を
理
由
に

共
同
国
側
で
参
戦
す
る
事
に
な
り
、

沖
縄
、
新
普
天
間
基
地
が
ア
メ
リ
カ
の
中
国
進
撃
の
要
と
さ
れ
た
。
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ヤ
マ
ガ
タ
が
ド
ア
を
開
け
た
。

す
る
と
そ
こ
は
薄
暗
い
部
屋
だ
っ
た
。

中
は
狭
く
、
窓
は
な
い
が

天
井
だ
け
は
異
様
に
高
く
感
じ
ら
れ
た
。

天
井
か
ら
吊
り
下
が
っ
た
黄
金
の
蜘
蛛
の
様
な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
は

こ
の
部
屋
に
不
釣
り
合
い
な
ほ
ど
巨
大
だ
っ
た
。

そ
し
て
何
よ
り
こ
の
部
屋
が
異
様
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
、

こ
の
部
屋
に
い
る
３
０
人
近
い
人
間
だ
っ
た
。

さ
っ
き
の
廊
下
の
続
き
に
も
見
え
る

狭
い
こ
の
部
屋
に
は
、
両
側
に
６
つ
の
豪
華
な
椅
子
が
あ
り
、

１
２
人
が
そ
こ
に
座
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
１
２
人
の
後
ろ
に

１
人
か
２
人
ほ
ど
人
が
立
っ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
部
屋
の
一
番
奥
、
タ
カ
ハ
シ
の
正
面
に
は

白
髪
で
小
柄
な
老
人
が
座
っ
て
い
た
。

タ
カ
ハ
シ
は
右
の
列
の
奥
か
ら
２
番
目
の
椅
子
に
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オ
バ
タ
が
座
っ
て
い
る
の
を
見
た
。

「
キ
ミ
か
。
」

奥
に
座
っ
て
い
る
老
人
が
言
っ
た
。

タ
カ
ハ
シ
は
そ
の
カ
オ
を
見
て
驚
愕
し
た
。

「
そ
の
様
子
だ
と
、
自
己
紹
介
は
い
ら
ん
よ
う
だ
な
。
」

男
は
立
ち
上
が
っ
て
い
っ
た
。

「
名
だ
け
言
っ
て
お
こ
う
。
ガ
モ
ウ
だ
。
」

タ
カ
ハ
シ
が
驚
い
た
の
も
無
理
は
な
か
っ
た
。

７
５
年
前
の
日
本
国
憲
法
第
九
条
破
棄

死
刑
制
度
廃
止
を
行
っ
た
の
は
、

当
時
の
内
閣
総
理
大
臣
、
ガ
モ
ウ
首
相
だ
っ
た
。

共
民
党
８
０
年
体
制
を
築
き
あ
げ
た
最
初
の
人
物
で
あ
る
。

そ
の
ガ
モ
ウ
が
目
の
前
に
い
る
―

ガ
モ
ウ
は
座
り
な
が
ら

両
手
を
左
右
に
開
き
言
い
放
っ
た
。
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「
こ
れ
が
・
・
・
日
本
だ
よ
。
」



38

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ドリー。
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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